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71進行精巣瞳塙における自家造血幹細胞移植

併用高欄量化学療法の検討
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我 々は,新潟大学医学部泌尿器科において現在までに

進行精巣陸揚8例に対し自家造血幹細胞移植併用高明畳

化学療法を施行Lた.症例は, 3才かLL142才までで6例

1,1例.奇形癌1†札 紙 仁癌 lt札 卵黄蕪腫壕 1例.複

合組織型∠1例であ･-,た.病壬抑よ,初発例では ⅢB2:5

例,mC:1例 で , 再発例の再発部位は 1例は後腹膜,

縦隔.丙肺,脳 で 1例は後腹膜,両肺であ･-)た.

高 岡畳化学療法は, earboplとItinl,α九)､･1,60()mg/m2,

etotxBidc1.αX)--1.咲X)mg'm2,cycl叩h(LSPhこullide1.0.-

1.2g.ml'を5日間に分けて投fj-した. 1例で CyClophos-

phamideに変えて ifosphami°elog:m2 を5F雄司に

分けて授与し､epidoxorubicinl00mgl:n了 を化学墳法
初日に投与した.造血幹細胞移植は第8日に行い.第9

fjより TfrCSFを 250FLg-500/Eg.[三才を末櫓血仁沌1球

数が 10.()()0IL11十Lになるまで投 手した.移植にF.‡巨､

た造血幹細胞は,自家骨髄のみ3例,末櫓戯幹細胞のみ

3例.自家骨髄上末梢血幹細胞群鞘が2例で,移植 した

CFL1<,M 数は 1.こixIO5-4.7×1061kgであった.

治頼効果は. 1例で治墳関連死となったが.CR 3例.

腫壕梢とl･lJ.術を子~~ト,た.こかi.っ7例は高用量化学療法後3

1).円かt.15午で生存中である.骨髄機能の回復は,造血

幹細胞移植後白血球数が 1,000 '.ull､上土二になるまで7日

かL､)12日で.血小板数が 5(),()OO/L11十[二になるまで10

日かと:-_'27L=Jを要した.高相巌化学療法に伴う副作用とし

て悪心晦吐および38T以 L･.C7)発熱を全例に認札 2例に

硬膜下血腫を. 1例に間質性肺炎を認めたがいずれも治

癒 した.

口. 教 育 講 演

抗癌剤耐性細胞の特性
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抗癌剤耐性細胞の出現は再発 ･再燃悪性魔境患者の治

境を難 しくしている要因LT)lつである.特にl'糖蛋rjcり

発現は阜削耐性に深 く関与 し.異なる種板の抗癌剤(I)班

世をきたす睦ポンプ蛋白であることが知LT)れている.最

近になってⅠ)糖蛋白が関与 しない多剤耐性槻格の存在も

明らかをこなり℡また単剤耐性に関与すると考えられる膜

蛋白も知られ 現在ではいくつかの異なる抗癌剤耐性機

序が知られている.また,抗癌剤耐性を獲得 した魔藤細

胞は NK 細胞に対する感受性が減弱 したり.ある唖の

蛋白質が消失する現象が報告されている.これらの車乗

から抗癌剤耐性細胞では親細胞とは異なった膜 や細胞質

内蛋白発現をきたし.さLL-)にサ1′卜わfンたどに対する

知られていない異常蚤Ff沌 検索する目的で抗癌剤耐性白

血病細胞株に特異的に反応する-tpノ'Tr一･トー十′L抗体を作

製し.その反応性を種々(T)腫鳴細胞株や臨床例で検討 し

た.また.異常膜黄白し')発現に伴-,て.穐々L7L〕サ (トカ

イソをこ対ずる反応性をこ変化があるか否かをチミジン取 り

込jt能で比較 した.その結果 AraC耐性.VCFミ耐性,

AL)R耐性細胞と反応する抗体,YLト311,rrt)73,AI)Rl･Jl.

八Ⅰ)R27.ADRl)8などを得た.これ吊;')抗体はいすか

もP糖蛋臼とは異なる睦および細胞質内蛋白を認識 して

おり.そftぞIILt･T)薬剤耐性細胞と特異的に反応する.特

i~l二常組織でL7)分布と_類似した分布を示し, しかも AraC

LJ)排碑を抑え.耐tl二細胞にLT)ム軽度の細胞増殖抑制能を

示 した.ft-た.T()73はif:_常組織とは反応を示さなか一･.,

腫堪能を有する TNFlrや IfTNrなどに対する反応性

i･こおいても抗癌剤耐性細胞では親株と異なりこれらの因

子に対 してヰ)耐件を示すことがあることが明L､'かにな---,

た しかも,これらの因子の膜受容体数には変化がなく,

また pentoxyphillineや こlCl･トAmC などの核内転写

因子抑制物質;:こよりそしI)耐性解除を誘導する事ができた.

サ1rトカヤンiこ対する反応性において,eisplatinum 耐

性固形瞳揚細胞株でも上に述べたと煩根の現象が観察さ

れた. したがって,サ1'トカインに対する反応性の違い

は核内 ･細胞質内伝達機構の異常によるもので受容体C')

変化によるものではないと推測される.こ,hl､)の事実は

陸揚細胞に抗癌剤耐性獲得によって,種々の蛋白発現異

常が起こるとともに細胞内の情報伝達機構にも親細胞と

は異なる療鱗が発現することを意味している.


